
福岡県西方沖地震 GPS観測 （序報） 

Post-seismic deformation for the 2005 west off Fukuoka earthquake (M7.0)observed by GPS 
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2005年3月20日に福岡県西方沖を震源とする地震が発生した．九州大学・鹿児島大学・北海道大学は余効変動を詳

細に捉えるために，ただちに観測点を設置した（清水・他，本大会）．2005年4月10日現在で九州大学箱崎キャンパ

ス，小呂島，北崎，玄界島，能古島，志賀島の計 6 点で観測中である．九州大学は 20 日当日に小呂島と既存の GPS

観測点のある九州大学箱崎キャンパスの観測を立ち上げた．また翌日の21日には北海道大学と鹿児島大学が現地入り

し，北崎及び玄界島の観測点を立ち上げた．22日には能古島と志賀島の観測点を立ち上げた． アンテナは小学校や

公共施設の屋上にボルトを埋設して固定した．データは30秒サンプリングで現地収録をされている．九州大学箱崎キ

ャンパスと小呂島はAC電源，残りの4点は12Vのバッテリーで運用している．九州大学箱崎キャンパスのアンテナは

Ashtech Rev.B 700228D (受信機Ashtech Z-12 )が用いられ，小呂島にはAshtech Marine 700700.A (受信機Ashtech 

Z-FX )が用いられている．また北崎，玄界島，能古島，志賀島にはそれぞれアンテナはTOPCONのPGA-1 (受信機TOPCON, 

LEGACY-H )が用いられている．今回はこれら 6 点から回収したデータと周辺の GEONET のデータを使って，

International GPS Serviceが提供する精密暦と解析ソフトBERNESE Ver.5.0を用いて日座標値を求めた．その結果，

地震に伴うと考えられる，地震発生直後からの地殻変動を検出した．これらは震源域近傍に複数の観測点を設置した

ことによって，詳細な変動を見出すことが可能となった．本発表では各観測点の詳細な座標変動を示し，議論する． 
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